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毎
年
、
日
照
時
間
が
長
い
夏
に

は
、
夕
方
の
公
園
利
用
者
が
増
加

し
ま
す
が
、
閉
園
時
間
を
過
ぎ
る

と
駐
車
場
の
出
入
り
口
に
柵
が
設

置
さ
れ
る
た
め
、
乗
用
車
で
来
園

し
た
方
が
公
園
内
に
閉
じ
込
め
ら

れ
て
し
ま
う
光
景
を
目
に
し
ま
す
。

都
市
公
園
法
、
都
市
公
園
法
施
行

令
、
座
間
市
都
市
公
園
条
例
に
は
、

都
市
公
園
の
利
用
時
間
及
び
駐
車

場
の
開
放
に
関
す
る
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
な
ぜ
開
放
時
間
が
午

後
５
時
ま
で
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
場
が
完
備
さ
れ
て

い
る
公
園
は
終
日
開
放
も
し
く
は

日
照
時
間
が
長
く
な
る
季
節
に
開

放
時
間
を
延
長
し
、
市
民
の
皆
様

に
よ
り
快
適
に
公
園
利
用
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
す

が
、
当
局
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

都
市
公
園
の
利
用

時
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
青
少
年

健
全
育
成
な
ど
の
観
点
か
ら
、
夜

間
は
閉
園
と
し
て
い
ま
す
。
開
園

時
間
帯
は
１
年
を
通
し
、
原
則
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

芹
沢
公
園
、
か
に
が
沢
公
園
、
大

坂
台
公
園
の
駐
車
場
も
閉
園
時
間

に
合
わ
せ
て
午
後
５
時
に
施
錠
し

て
い
ま
す
が
、
巡
回
管
理
業
務
は

午
後
５
時
半
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
照
時
間
の
長

い
夏
季
は
、
開
園
時
間
延
長
の
要

望
も
あ
る
た
め
、
地
域
自
治
会
等

に
意
見
を
伺
い
、
ま
た
、
公
園
の

利
用
状
況
も
踏
ま
え
、
次
年
度
以

降
に
延
長
時
間
や
開
園
時
間
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

都
市
公
園
の開

放
時
間
帯
に
つ
い
て

　

本
市
の
自
治
会
加
入
率
は
年
々

低
下
し
現
在
53
％
で
す
が
、
第
四

次
座
間
市
総
合
計
画
実
施
計
画
書

で
は
平
成
30
年
度
指
標
値
を
56
％

と
し
て
お
り
、
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
千
葉
市
、
多
摩
市
、

吹
田
市
で
は
、
一
定
の
要
件
を
備

え
た
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
や
自

治
会
的
な
活
動
を
し
て
い
る
団
体

を
自
治
会
と
み
な
し
て
お
り
、
指

標
値
達
成
の
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
施
策
も
一
案
と
考
え
ま
す
。
自

治
会
加
入
促
進
活
動
と
し
て
地
道

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
座
間
市
自

治
会
総
連
合
会
を
は
じ
め
地
区
自

治
会
連
合
会
、
単
位
自
治
会
の
皆

様
に
は
敬
意
を
表
し
、
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
が
、「
人
」
へ
の
施

策
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
主
導
の

構
え
と
し
て
「
環
境
」
へ
の
施
策

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
の
活
動
が
本
来
の
地
縁
に
よ

る
地
域
活
動
で
あ
る
自
治
会
活
動

と
判
断
す
る
の
が
難
し
い
こ
と
、

ま
た
、
市
自
治
会
総
連
合
会
か
ら

意
見
を
聴
取
し
、
自
治
会
と
み
な

す
た
め
の
要
件
を
設
定
す
る
こ
と

が
課
題
と
な
り
ま
す
が
、
自
治
会

加
入
率
向
上
の
一
つ
の
方
策
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

市
長　

自
治
会
加
入
率
の
指
標

値
達
成
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

質
問
内
容
は
一
つ
の
提
案
と
し
て

受
け
と
め
、
本
市
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の

み
な
し
自
治
会
化
に
つ
い
て
問
う

　

本
年
９
月
か
ら
東
中
と
栗
原
中

で
、
選
択
式
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
ラ

ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
型
の
中
学
校
給
食

の
試
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
栄

養
士
に
よ
る
献
立
、
食
材
発
注
と

は
い
え
、
自
校
調
理
方
式
の
給
食

と
比
較
し
、
不
足
す
る
点
を
認
識

し
て
中
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

９
割
が
米
飯
の
本
市
の
献
立
と
、

セ
ン
タ
ー
調
理
方
式
で
汁
物
付
き

の
完
全
米
飯
の
食
育
を
進
め
る
新

潟
県
三
条
市
の
献
立
を
比
較
す
る

と
、
本
市
の
カ
ロ
リ
ー
は
基
準
を

超
え
約
５
％
高
く
、
た
ん
ぱ
く
質

は
約
16
％
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
校
調
理
方
式
の
小
学
校
給
食
で

は
、
本
市
も
野
菜
た
っ
ぷ
り
具
だ

く
さ
ん
の
汁
物
を
と
る
機
会
が
多

い
で
す
が
、
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
型

の
献
立
で
は
、
油
を
使
っ
た
調
理

法
が
増
え
、
た
ん
ぱ
く
質
に
比
重

を
お
き
や
す
い
の
で
は
と
推
測
し

ま
す
。
し
か
し
、
実
施
す
る
の
は

業
者
弁
当
で
は
な
く
学
校
給
食
で

す
。
設
備
等
経
費
は
か
か
り
ま
す

が
、
汁
物
を
つ
け
る
こ
と
で
油
を

抑
え
た
調
理
法
で
野
菜
の
摂
取
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
、
ラ
ン
チ
ボ

ッ
ク
ス
型
に
よ
る
不
足
部
分
を
補

え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
汁
物
を
つ
け
な
い
理
由

を
伺
い
ま
す
。　

　

教
育
長　

塩
分
が
多
く
含
ま
れ

る
汁
物
を
提
供
す
る
と
、
他
の
副

菜
の
味
つ
け
と
量
の
調
整
が
必
要

と
な
る
た
め
、
メ
ニ
ュ
ー
全
体
の

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
ま
し
た
。

中
学
校
給
食
は
汁
物
の

提
供
に
よ
り
野
菜
摂
取
増
を

　

自
転
車
マ
ナ
ー
と
責
任
に
つ
い

て
、
危
険
な
行
為
を
繰
り
返
す
自

転
車
運
転
者
に
講
習
受
講
を
義
務

づ
け
る
改
正
道
路
交
通
法
が
、
本

年
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
利
用
者
へ
の
周
知
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
社
会
全
体
で
自

転
車
マ
ナ
ー
等
の
向
上
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
の
自
転
車
事
故
は
、
平
成

26
年
中
で
１
２
５
件
あ
り
、
県
交

通
安
全
対
策
協
議
会
か
ら
は
、
自

転
車
交
通
事
故
多
発
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
模
が
丘
地
域
で
は
、
今
回
の

道
路
交
通
法
の
改
正
を
受
け
、
相

模
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
、
交

通
指
導
員
相
模
が
丘
支
部
主
催
で
、

座
間
警
察
署
を
招
き
、
い
ち
早
く

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
た

な
市
の
事
業
と
し
て
、
警
察
官
Ｏ

Ｂ
な
ど
を
講
習
指
導
員
と
し
て
委

嘱
し
、
地
域
講
習
会
を
計
画
的
に

開
催
す
る
た
め
の
予
算
、
体
制
を

築
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
自

転
車
事
故
か
ら
市
民
を
守
る
施
策

と
し
て
、
講
習
会
参
加
者
へ
の
Ｔ

Ｓ
マ
ー
ク
加
入
費
用
の
一
部
助
成

を
事
業
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

本
当
に
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
今
後
、
市
の
施
策
と
し
て
、

ま
た
、
所
轄
の
座
間
警
察
署
、
交

通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
対
策
協

議
会
な
ど
の
総
合
力
を
駆
使
し
て
、

汚
名
を
返
上
す
る
べ
く
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
転
車
講
習
会
開
催
と

保
険
加
入
の
促
進
を
！

　

平
成
26
年
度
決
算
で
国
民
健
康

保
険
事
業
は
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
が
18
億
２
６
０
０
万
円
余

あ
り
、
健
全
化
の
課
題
が
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。
本
市
の
保
険

税
は
低
い
税
率
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
他
市
と
比
較
し
て

ど
う
な
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
の
厚
木
市
、
海
老

名
市
、
大
和
市
で
は
小
児
医
療
費

を
中
学
校
３
年
生
ま
で
助
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
３
市
の
税
率
を
本

市
に
当
て
は
め
る
と
、
国
民
健
康

保
険
の
税
収
は
ど
の
く
ら
い
増
加

す
る
の
か
、
ま
た
、
本
市
が
同
様

に
中
学
校
３
年
生
ま
で
助
成
を
拡

大
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
費
用

に
つ
い
て
も
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

財
政
の
課
題
を
後
世
に
残
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
低
所
得

者
対
策
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
当

局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

本
市
の
税
率
は
県

央
８
市
平
均
よ
り
１
・
05
％
低
く
、

県
下
19
市
平
均
よ
り
も
１
・
87
％

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
３
市

の
税
率
の
平
均
値
で
計
算
す
る
と
、

約
４
億
８
０
０
０
万
円
の
増
収
が

見
込
め
、
ま
た
、
助
成
の
拡
大
に

よ
り
新
た
に
必
要
と
な
る
費
用
は

約
６
８
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
増
加
傾
向
の
中
で
、

健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に

は
、
税
率
の
見
直
し
は
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
制
度
の
構
造
的
な
問

題
、
低
所
得
者
層
へ
の
考
慮
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
し
、
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の健

全
化
を
！

　

市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
有
事
の

際
の
本
市
の
防
災
力
の
強
化
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
消
防
力

だ
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
新
消
防
庁
舎

が
完
成
し
、
開
設
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
の
消
防
力
は
、
消

防
職
員
定
数
の
１
４
９
名
で
、
全

て
の
活
動
隊
を
総
括
指
揮
す
る
指

揮
隊
が
１
隊
、
消
防
隊
が
３
隊
、

救
助
隊
が
１
隊
、
救
急
隊
が
３
隊

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
災
害
の
規

模
に
合
わ
せ
て
出
動
隊
数
が
決
ま

り
ま
す
。
し
か
し
、
火
災
の
規
模

に
よ
っ
て
は
消
防
隊
３
隊
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ

り
、
増
隊
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

消
防
長　

消
防
は
各
種
災
害
に

的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
警
防

戦
術
及
び
資
機
材
の
高
度
化
等
、

警
防
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
力
の
整
備
指
針
が
平
成
26

年
10
月
に
一
部
改
正
さ
れ
、
多
様

化
す
る
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
守
る
責
務
を
全

う
す
る
た
め
、
消
防
力
の
充
実
強

化
を
着
実
に
図
っ
て
い
く
必
要
か

ら
、
現
状
の
消
防
力
を
さ
ら
に
増

大
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
検

討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
新
消
防
庁
舎

実
施
設
計
の
中
で
、
人
員
、
車
両
、

機
材
等
の
配
備
、
配
置
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

消
防
力
の
充
実
強
化
を

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
の
年
４
回
開
催
さ
れ

る
定
例
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の
締
め
切

り
日
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
６（
２
５
２
）８
８
７
２

　

９
月
定
例
会
の
各
常
任
委
員
会

で
審
査
し
た
陳
情
は
、
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

◎　

不
採
択

　

陳
情
第
37
号　

保
険
診
療
へ
の

消
費
税
ゼ
ロ
税
率
課
税
（
免
税
措

置
）
と
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情

　

陳
情
第
39
号　

安
全
保
障
関
連

法
案
の
策
定
の
中
止
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第
40
号　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
実
施
の
中
止
ま
た
は
延
期
を

求
め
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情

◎　

継
続
審
査

　

陳
情
第
22
号　

子
宮
頸
が
ん
検

診
対
策
の
充
実
を
促
進
し
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
子

供
た
ち
へ
の
調
査
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第
23
号　

子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
事
業
の
一
時
中
止
を
求
め
、

早
急
な
調
査
を
開
始
す
る
意
見
書

を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
陳
情

　

陳
情
第
35
号　

座
間
市
議
会
議

員
定
数
削
減
に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
第
41
号　

民
意
を
狭
め
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
弱
め
る
議
員
定
数

削
減
に
反
対
し
、
よ
り
充
実
し
た

議
会
活
動
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第
42
号　

外
国
人
の
扶
養

控
除
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

松
橋　

淳
郎　
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

沖
本　

浩
二　
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

加
藤　

陽
子　
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

上
沢　

本
尚　
議
員
《
公
明
党
》

荻
原　

健
司　
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

京
免　

康
彦　
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》


